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解説 （ジョ ン ・ クル ソ ン）

　「教義に 関 して 信徒 に 聞く」 は 、 ラ ン ブ ラ ー誌 の 1859年 7 月号 に ニ ュ
ー マ

ン が 出版 し 、 そ の 一 部 に補足 と修正 を加 えた もの が 1871年、 『四 世紀 の ア リ

ウス 派』 の 三版 の 付録 と して 再版 され た 。
こ れは 最近1940年 に ドイ ツ語 に翻

訳 され たが 、 英 国で は そ れ以 後再版 され る こ とは な く、 今 回の 版が 1859年 と

1871年度版の テ キ ス トの 両 方 を照 合 した最初の もの で ある 。

　こ の 作 品は ニ ュ
ー

マ ン の 教義発 展論を一
層理解する た め だ けで は な く、 彼

が 自 らの 神学 で 信徒 を重視 した こ と を評価 す る た め に も根本 的 な もの で あ

る 。 また 、 この 作品 は 1858年 の 『大学教科 に つ い て の 講演 と試論』の 出版 と

1864年の 『ア ポ ロ ギア』執筆 との 間 、 なぜ彼が カ トリ ッ ク著作家 と して 沈黙

して い た か を明 らか に し 、 また キ ン グズ リー の 攻撃 に対 して なぜ 彼が 間髪を

い れ ず に 返答 した か を説明す る 。 しか し なが ら、 こ の よ うに 重 要 な作 品の 再

版が 著 し く遅 れ た の も仕方の ない こ とで あ っ た とい える 。 今 日 、 信徒 の 主導

権は い た る とこ ろ で 大 き くな りつ つ ある し 、 か つ て ない ほ ど教皇の 支持 を受

けて い る 。 また そ の 基礎 と して コ ン ガ ー
ル 師の 『信徒神学』の よ うな作品 も

あ る 。 しか し 、
ニ ュ

ー
マ ン の 時代 に は正 に その 反対で あ っ た 。 彼 の こ の 論文

の 出版 は政 治 的に 自殺行為で あ っ た し、 その ため 、 教会で の 彼の 地位は 決 し

て 完全 に は修復で きな い もの とな っ た 。 それ まで は 英国 カ トリ ッ ク教会 の 両
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極端の 意見 を誠実に仲介す る 者 と して 、 彼の 名声 は一 点の 曇 りもなか っ たが 、

こ の 出版で 、 個 人的 に教 皇の 不興 をか い
、

ロ ー マ で は英 国で 最 も危険 な人物

とい われ 、ニ ュ
ー ポー

トの 司教 か らは公 に異端告発 を受けた 。

　1858年11月 カ トリ ッ ク大学の 学長職 を退い た 時 、 彼 は 持ち越 して い た重 要

な神学の 作品を執筆す る ため 自由 に な っ たが 、す ぐに再び彼 の 意志 に 反 して 、

論 争 に巻 き込 まれ る こ とに な っ た 。 その 論争 に は 、 かつ て彼が ア イル ラ ン ド

で 戦 っ たが実 りの なか っ た
一 連の 原則が含 まれ て い る 。

　カ トリ ッ ク 月刊 誌 、 『ラ ン ブ ラ
ー j は 1848 年 、 オ ク ス フ ォ

ー ドの 改宗 者

J．M ．ケ イ プス が始め たが 、 当時 、 別 の オ クス フ ォ
ー ドの 改宗 者で 聖職者 、 リ

チ ャ
ー ド ・シ ン プ ソ ン と若い ジ ョ ン

・ア ク トン 卿 に よ っ て 編 集 され て い た 。

彼 は1857年23才 で 共同編集者 と して シ ン プ ソ ン に 加 わ っ た 。 その 雑誌 の 発行

部数は 少なか っ たが （1859年5月号の 販売部 数は 800部強で あ り、 編集者た ち

は 1000部あれ ば健全 だ と考えて い た 。〉そ の 影響 は 部数 とは比較 に な ら ない

ほ ど大 きか っ た 。 そ の 目的は非カ トリッ ク世界 に カ トリ ッ ク的思 想 を復興 す

る こ とで あ っ た 。 そ の ため にラ ン ブ ラ
ー
誌は 、 カ トリ ッ クの ジ ャ

ー ナ リズ ム

が経験 した こ との ない 学識 の 水準 と教会 に対す る批判 的態度 を併せ 持 っ て い

た 。 1859年 の 始め まで に特別 な手段が講 じ られ なけれ ば 、 そ の 雑誌は次 に出

るイ ン グ ラ ン ドの 司教教書 の 中で 譴責を受 ける こ とが確か で あ っ た 。 どち ら

側 も唯
一

同意 で きる仲介者 と して ニ ュ
ーマ ン に助 けを求め た 。

　『ラ ン ブ ラ
ー

』の 多 くの 記事 の 文体 が 教 会 側 を怒 らせ る原 因 の ひ とつ で

あ っ た 。
こ れ に つ い て 責任が あ るの は リチ ャ

ー ド ・シ ン プ ソ ン だ と考 えられ

て い た 。 「彼 は 教会 に つ い て 辛辣 な調 子 で 書 く、 時 に は あた か も部外者 の よ

うに」 とひ と りの 信徒 は ニ ュ
ーマ ン に書 き送 っ て い る 。

ニ ュ
ー マ ン の 仕事は 、

まず 、 譴責の 脅 しをひ っ こ め る とい う条件 の もとに 、 シ ン プ ソ ン を説得 して 、

辞職 させ る こ とで あ っ た 。 共 同編集者 の ア ク トン も、 同様に教 会当局者 に は
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受け入 れが たか っ たの で 、 ニ ュ
ー

マ ン に は周到な仲裁者 に古 くか らあ る方法

しか 残 され て い なか っ た 。 即 ち、 『ラ ン ブ ラ
ー
』 を廃刊 に するか 、 彼自身が

編集者 に な るか で ある 。

　 こ の 争い の 一
般 に信 じ られ て い る話 は以上 で あるが 、 綿密 な検討 と新た な

証拠 に よ っ て 、 もっ と複雑 な事情が 浮か び上 が っ て くる 。

　1858年6月号 の 『ラ ン ブ ラ ー』 に ワ イズ マ ン の 『過去四人 の教 皇の 思い 出』

の 書評家 を強い 調子 で 非難す る テ ィ ア ニ ー
参事の 手紙が掲載 され た

。 彼の 非

難 は 、 歴 史家 リ ン ガ ル ドが レ オ12世 に よ っ て 枢機卿 に された こ と をワ イズマ

ン が拒絶 した こ と を、 書評家 が認 め た とい う点で ある 。 こ の 非難は 間違 い と

判明 し、 謝罪 は な され た もの の 、 枢機卿 は傷 つ き、 疑 い は晴れ なか っ た。 8

月号 に シ ェ ル エ ル の 『メ リ
ー ・ス テ ユ ア ー トとカ トリ

ー
ヌ ・ド ・メ デ ィ チ 』

に た い す る ア ク トン の 短い 書評が載 っ た 。 そ こ で ア ク トン は 「どん な カ ト

リ ッ ク教徒 も彼の 信仰ほ どで ない 」 と 主張 した 。 何気な く 「聖 ア ウ グ ス テ ィ

ヌ ス が 西 洋の も っ と も偉大 な教 会博士 で ある か ら とい っ て 、 彼 がヤ ン セ ニ ズ

ム の 父で もある こ とを隠す必要は ない 」 と少々 無頓着に述べ て 、 彼の 論点 を

説 明 しよ うと した 。 こ の 記事が嵐 を引 き起 こ し 、 9月に デ リ ン ガ ー
が ア ク ト

ン の 所 に 来た 時 、 ア ク トン は そ の 見解 の根 拠 と神 学的正 当性 を出す よ うに 説

得 され た 。 それ は手紙の 形で 12月の 『ラ ン ブ ラ ー
』で 出版 され た 。

　それ に 続 く撤 回 と修正 を考 え る と ア ク トン 自身の 立 場 は 注 目に 値す る 。

1858年9月 シ ン プ ソ ン へ の 手紙 の 中で 、 彼 は 「こ こ に デ リ ン ガー が 滞在 して

い ますが 、 彼 は ア ウグス テ ィヌ ス に つ い て の 議論の さい 、 明 らか に され た カ

トリ ッ クの 神学者の 無知ぶ りを大笑い して い ます 。 ．．．よ く考 えて み る と教

会が非難 した誤 りは グ ラ テ ィ エ 博士の 作 品の 中にあ ります」 と書い て い る 。

　ア ク トン は さらに11月ワ イズ マ ン に手紙を書い て 、次の よ うに述べ て い る
。

（シ ン プ ソ ン 宛 の 手紙 に よ る と）「デ リ ン ガー は次号 で び っ くりす る よ うな答

えを準備 して い る よ うで す 。 次号 は人 を傷つ け る よ りも驚か せ 、 敵 を改心 さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一 35 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

せ は しない が 、 閣下 を確か に満足 させ る こ とに な る で し ょ う。 閣下 の 祝福

云 々 」。 しか し枢機卿 は 満 足せ ず 、 デ リ ン ガー の 手紙 を ロ ー
マ に回 した 。 ア

ク トン は ニ ュ
ーマ ン の 所に行 き、

こ の ニ ュ
ー ス を知らせ 、 12月 に は長い 間話

し合 っ た 。 ア ク トン が シ ン プ ソ ン に 宛 て た 手紙 の 当該部分 は こ の 会見 と

ニ ュ
ー

マ ン の 態度 に つ い て 述べ て い る が 、
こ れ まで 完全 な形 で 採録 され た こ

とは なか っ た。

　「僕 は 、 3時間 、 尊敬すべ きノ グス 師と話 し合 っ たが 、 ワ イズ マ ン や ウ ォ
ー

ド、 ダル ガ ン の よ うな人 々 につ い て も、 また 、他 を支配 しよ うとす る傾 向や

神学者の厚顔無恥 に つ い て 、
つ ま り、 君 や僕だ っ た らウ ィ ス キ ー を飲み なが

ら語 る よ うな事柄につ い て
、 彼 は僕 も驚 くほ ど本心 を明らか に した。 僕 は彼

が外交的手腕 を捨て た り、 口 を全 くつ ぐん で しまうと も思 わ なか っ たが 、 彼

が み せ た 「ラ ン ブ ラ ー
』へ の 強 い 関心 に非常 に 驚い た 。 僕 が ニ ュ

ース を告 げ

た 時、彼は ひ ど く惨め に な り、 歯痛に苦 しむ老女の よ うに 、 暖炉の そ ばで 身

体 を前後 に ゆ す りなが ら 、 長い 間呻い て い た．．．．．こ の 動 きは 『ラ ン ブラ ー
』

をつ ぶ す思惑 とデ リ ン ガ ー
に 対する嫉妬心の 両方か らお きた と彼は思 っ て い

る 。 我 々 が イエ ズ ス 会士か 、 ア ー リ ン トン を疑 っ て い る の か と彼は 尋ね た 。

そ して つ い にそ の 源は ブ ロ ン プ トン に あ る とい うこ と に傾 い た 。 彼 に は今の

とこ ろ 忠告は な い
、 なぜ な ら彼 は ロ ー マ で の こ の 事件 の 成 り行 きを知 らない

し、 また 、 も し我 々 に決心があ れば の 話 だが 、我 々 の 誌面 で は 神学を取 り扱

わ な い こ とを表 明 しな い か ぎ り、 そ の よ うな一 件 に 関 して は 安全 で ない と

思 っ て い る 。 彼 は とて も友好的で 、 『ラ ン ブ ラ ー』は計 り知れ ない ほ ど貴重

だ と考えて い た 。」

　聖 ア ウグ ス テ ィ ヌ ス に つ い て 侮 辱 的 な文 を書 い た の は ア ク トン で あ っ た

が 、 『ラ ン ブ ラ ー』 の 不祥事 の 犠 牲 に な っ た の は シ ン プソ ン で あ っ た 。 こ の

事件 に 関す る エ ドモ ン ド ・ビ シ ョ ッ プの コ メ ン トは 、 1859年2月付けの ア ク

トン か らシ ン プ ソ ン宛て の 手紙 の 脚注 と して 鉛筆書 きさ れ て い る 。 「そ れ で
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数 日中に ア ク トン は シ ン プソ ン を独 り残 して 、 イン グ ラ ン ドか らく消えた〉、

その 結果 、 シ ン プ ソ ン は 自らの 意 に反 して ア ク トン が起 こ した嵐に 立 ち向か

うこ と にな っ た 。 気 の 毒 な シ ン プ ソ ン は改宗者 に す ぎな い の に 、 2月の 終 わ

りまで にすで に叩 きの め されて しま っ た。」

　1859年3月21 日に な っ て 、 よ うや くニ ュ
ー

マ ン は 『ラ ン ブ ラ ー』 を編集す

る 決心 を した 。 決心 に は 数週 間の 祈 りと熟慮 が必 要で あ っ た 。 それ は ま た 、

『ラ ン ブ ラ ー』が 継続 され なか っ た ら、 シ ン プ ソ ン が ど うい う行動 に で る か

を恐 れ た た め だ っ た か もしれ な い
。

とい うの は 、 もし彼が 退い て雑誌 の 廃刊

とい うこ とに なれ ば、彼 は 全貌 を公 に し、財 政上 の 損失の 補償 を司教 た ち に

要求す る と脅か し て い た か らで ある 。
ニ ュ

ー
マ ン は 「辛い 償い 」 と して 、 ま

た ウ ラ ソ ン 司教 とワ イズ マ ン 枢機卿の 明 らか な希望 を叶える ため に だけ 、 ラ

ン ブ ラ
ー

を引 き受 けた 。 彼 の 目下 の 方針は 『ラ ン ブ ラ ー
』を論 争の 最前線 か

ら引 き上 げ る こ とだ っ た 。

　1858年12月 、 ア ク トン 宛て に ニ ュ
ーマ ン は 「本 来の 学問的 な方 向に戻 そ う」

と書い た 。 「教 育的で 、 賢 明で 、 楽 しめ る もの に しよ う。 で きるか ぎ り多 く

の 人 を褒 め 、 中立 の 立場 に ある 友を得 る もの に し よ う。 そ して その 過程 で

人 々 の 興味 を呼 び起 こ し 、 皆の 雑誌 に な る よ うに しよ う。 そ うすれ ば 、 適切

な時に 絶好 の
一
撃 を効果的に与える こ とが で きるで あ ろ う」 と。

　 こ の 雑誌は三 つ の 理 由の た め に 、 当時間違 っ た状況 に ある とニ ュ
ー

マ ン は

信 じて い た
。 それ は神学そ の もの を扱 っ た こ と

、 しか もそれ を雑誌の 形 に し

た こ と、 そ して 信徒 が神 学 を雑誌で 論 じる こ と を許 した こ とで あ る 。 「信徒

が神 学 につ い て 書 く時に は 説明が 必要で あ り」、特 に イン グ ラ ン ドの よ うな

宣教国で は 、教皇座 の 現在の 困難 を考 える と 、 信徒 は教皇座 が 支持 す る 時 に

だ け書 くこ とが 出来 る の で あ っ て 、 当局の 批判 を出版す る の は 、必然的 に災

難を招 くこ とに な り、 シ ン プ ソ ン の よ うな改宗者が そ うす るの は 「改宗者は

全 て 危険」 とい う
一
般的な考えを実証する だ けで ある

。
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　原則 は妥協 しない で 、 言葉 の 調子 とテ
ー

マ の 選 び 方次第で は意見 を言 うの

も可 能 で あ る と 、
ニ ュ

ー マ ン は 依然 と して 信 じて い た 　 （今 日 、 『ラ ン ブ

ラ ー』を読む となぜ そんな に大騒 ぎをす るの か と思 うが 、 ）一 しか し 、 「人々

は他 の 事柄 と同様 、 神学 に つ い て もとて も敏感で あ る 。 」 とい うア ク トン の

皮 肉な意見 の 方が 真実 に 近 か っ た 。

　『ラ ン ブ ラ
ー

』の 新 しい シ リー ズ の 巻頭の 言葉の 中で 、
ニ ュ

ー
マ ン は 「根

本 は 誠実 な カ トリ ッ ク 者で あ る と私が 思 っ て い る 人 々 の よい 評判 を損 な う」

よ うな こ とは何 もし ない よ うに 苦心 した 。
ニ ュ

ーマ ン は 「彼 らに代わ っ て懺

悔や痛悔の 行為をす るの は正 し くない し 、 無礼で 卑怯で あ る」 と思 っ た 。 そ

れ で 彼 は故意 に 内容 、 傾向 、 目的 、 調子 に つ い て 語 る こ と を避けた 。

　シ リ
ーズ の 第 1号 、 1859年5月号 は まず無難 にみ える 。 そ れ は 「北 部 の 島へ

の 宣教」 と題 した記事で 始 ま り、 枢機卿 の 最近の 旅で の 説教 、 講演 、 演説 に

関 して で あ っ た 。 それ は 甘 っ た る い 賛辞 で 厚 く塗 られ て い た 。 「イ ン グ ラ ン

ドの どの よ うな高名な人物 も、 そ の 折 の ワ イズ マ ン 枢機卿が 示 され た ほ どの

精神 と知力で もっ て 、 彼 の 学識豊 か な心 に向 け られた 質問 に答える こ とな ど

で きなか っ た だろ う」 と述べ て い る 。 そ の 他 に 「16世 紀 に お ける宗教 団体」

や 「ゴ シ ッ ク 建築の 発達」、 「古代 の 聖 人た ち」や ラ ム ネー
につ い て の デ クス

タ イ ン男爵の 記事 が載せ られ た 。 書物紹介 もあ り、 ひ とつ は ジ ョ ン ・ヘ ン

リ
ー ・ニ ュ

ー
マ ン の 『大学教 科の 講演 と試論 』 に つ い て で ある 。 そ れ に は

「こ れ は著者の 全生 涯 の 宿命の
…例 を示 して い る に過 ぎず 、 熟慮 され た計画

や 彼自身の 見解に よ っ て で は な く、 義務やその 時の 状況 に よ っ て 出版 を余儀

な くされ た」 と同情の こ もっ た注釈が付記 され て い た 。

　 しか しなが ら、 こ の ア ピー ル は 、 親 しい が冷淡 な読者に よ っ て 無視 され 、

彼 らは新 シ リー ズ は 旧 シ リーズ とた い して変わ らない とい う偏見の 根拠 を見

出す こ とだ けに 関心 を示 した 。 5月号 に は 攻撃対象 とな りうる点は 次の 二 点

しか なか っ た 。

一
つ は通信欄の 手紙で 、 厂信徒 が 神学 を研究 す る の は どの 程
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度 まで 許 され る か 、 ある い は 望 ましい か」 とい う問い かけで 終わ っ て い る文

で ある 。 も う
一

つ は ある 意見 で 、 そ れ は 時評欄の 狭 い ス ペ ース に小 さい 文字

で 深 く埋 もれ て い た 。 それ に は 署 名は ない が 、 ニ ュ
ーマ ンが編集者 と して 書

い た もの で
、 初等教育 に 関 して 設立 を提案 された王 立委員会 につ い て の 英国

司教 の 判断 を問題 に して い た 。 そ れ に は次の よ うな意見 が含まれ て い た 。

　「特 に信徒に 関す る問題 に 関 して は 信徒の 意 見 を知 りた い と閣下 各位 が本

当に望ん で お られ る と私たちは確信 して い る 。 最 近の 無原罪の 御宿 りの 教義

の 例 にあ る よ うに 、 　　
N’ 宀

の tEtma　
比

にお い て 　
“

　 對 　こ　 ・ る と

櫨 非常 に 実際 的な問 題 に つ い て 、 寛大で 同情 あ る行為 を期待 す る の は少 な

くと も当然の こ とで あ る 。 」 （下線部筆者）

　 こ の
一

節 、 と くに 下 線 の 部分 が 、 『ラ ン ブ ラ
ー

』の 反対者 た ちの 問題 に し

た点で あ っ た 。 そ の 中心 は ア シ ョ
ー の神 学教授 ジ ロ ウ博士 で 、以 前に デ リ ン

ガ ー
の 記事を当局 に報 告 した 人物で あ っ た 。 こ れ は非常 に策略 に た けた 的確

な選択 で あ っ た 。 とい うの は 既 刊 の 『ラ ン ブ ラ ー
』で 、 司教 た ち は 要点 をつ

い た 、 しか も専門的な批評 に さ ら され て い た の で 、 教育問題 に対 して 極度 に

神経 を尖 らせ て い た 。 そ して 、 なぜ ニ ュ
ー

マ ン が 『ラ ン ブラ ー』 の 新シ リー

ズ の 最初 の 号で 、 旧 シ リ
ー ズ で 払わ れ た努力 を擁 護す る必要性 を感 じたか を

理解 しよ うとする な らば 、 今 日 に おい て さえなお 意味 を もつ 問題 につ い て 知

らね ば な らない
。

　初等教育の 状況 は非常 な 関心 を呼 び起 こす もの で あ っ たの で 、 現 存の 協定

が 施行 される 途上 で 一 層 の 情報が 必要で あ る こ とに全 て の 党 は 同意 して い

た 。 且858年 「あ らゆる 階層 の 人 々 に健全 で 安価 な初等教育」を拡げる手段 に

つ い て 報告す る よ う、
ニ ュ

ー カ ッ ス ル の 委 員会が任命 され た 。 ひ とつ の 重 要

な問題 は諸宗派経営の 学校の 自由と、 学校の 助成金 へ の 公的 な統制 とをい か

に 調和 させ る か とい うこ とで あ っ た 。

　司教 側の 公式の 指導が なか っ た の で 、 『ラ ン ブ ラ ー』 は カ トリ ッ ク と委員
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会 との 協力 の 問題 を なお 議論す る余地 の あ る もの と して扱 い 、 1859年 の 1月

と2月 に 二 つ の 記 事 を発 表 した 。 署 名 は なか っ た が 、 そ の 記 事 は ネイ ス ミ

ス ・ス コ ッ ト ・ス トー ク ス の 書 い た もの で あ っ た
。 彼は ス ト

ー ク ス 式銃 の 発

明者の 父で 、 下 院議員 の 故 リチ ャ
ー ド ・ス トー ク ス の 祖父 で あ っ た が 、 彼自

身改宗者で あ っ た 。 彼 の 兄 は結婚 とロ ー マ カ トリ ッ ク教会 に 入 る とい う二 重

の 咎の ため に ケ ン ブ リ ッ ジ を追い 出 され た 。 そ して弟は 1844年ケ ン ブ リ ッ ジ

を退学 した後 、 しば らくして カ トリ ッ ク に な っ た 。彼 は弁 護 士 の 資格 を取 り、

カ トリ ッ ク 貧民学校 委員会の 第
一

秘 書 とな っ た 。 こ の 委員会 は 、 まだ 法的に

認め られ てい なか っ た司教た ちの 代わ りに 政府 と交渉するため に設立 され た

もの で あ っ た 。 シ ン プ ソ ン の 見解 に よ る と委員会 の 実務 は ス トー ク ス が 引 き

受 けて お り、 彼 を 「寡黙で 陰気な 人物」 と述 べ
、 彼は 「当の 委員会 を全 く異

質 な要素を もつ 人々 で 構成 して 、 彼 の 人材 の 豊 か さを示 して い た。 また彼は

従 っ て い る よ うに 思 わせ な が ら、 実際 は 委 員会 を指 導 し 、 支配 して い た 。 そ

れ は彼の 魅力的な性格の ため で も 、
へ つ らうとい う卑 しい 技巧の ため で もな

くて 、 実 際問題 へ の 適性 と結 び つ い た強い 意志 、適時 に的確 な意見を言う能

力、彼 をよ く思 わ な い 人々 で さえ 、 認 め ざる を得 な い 見解 の 正 しさ と適確 さ

の ため で あ っ た 。 委員会 が政 府 と有利 な 関係に 立 て た の は 、 こ の 秘 書 の 指導

の お か げで あ っ た 。 彼の 運営 の もとで 事態 の 進歩 は こ の 上 もな く満足すべ き

もの で あ っ た 。

　ス ト
ー

クス は 1853年 に カ トリ ッ ク学校 の 視学官の
一

人 に な り、 1871年 に は

首席 視学官に 昇進 し 、 職務上 マ シ ュ
ー ・ア

ー ノ ル ドの 同輩 とな っ た 。 後年 、

彼 は ア イル ラ ン ドの 初等 教育 委員 会 に 奉 職 した 。 教 育省 で の 勤 務時代 に ス

トー ク ス を知 っ て い たエ ドモ ン ド ・ビ シ ョ ッ プ は 「彼 は 最後 まで 変 わ らず堅

実な人物 だ っ た 。 」 と言 うが 、 ア ク トン は彼 の こ と を 「我 々 の 慎重 な 同僚」

と言 っ て い る 。

　 『ラ ン ブ ラ ー』 の 記事 は確か に そ の 著者の 性格 を反 映 して い る、 即ち、専
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門的で 重厚で 、 しか も調子 は穏健で ある 。 注 目すべ きこ とだが 、 記事は次の

よ うに 始ま っ て い る 。 「教会当局 に当然従い
、 教会 の 繁 栄 と進歩 を促進 す る

こ とだ けを願 い
、 反対 す る よ うに 思 われ る 言葉は 撤回 し 、 ま た言お うとは思

わ ない ．．．．．事実を述 べ る さい
、 我 々 の 結論 を強 い る よ り、 む しろ判 断材料

を提供 したい
。 」

　論争 は次 の よ うで あ る 一 一
委員会の メ ン バ ー

に は カ トリ ッ ク者 はい ない

が 、 もし申し立 て が 間 に合 うよ うに 受 理 され て い た な ら、誰 かが 、 指名 され

て い た で あろ うに 。 そ の よ うな 申 し立 て を しなか っ た の は 、 カ トリ ッ ク貧民

学校委員会の 責任 で あ っ た 。 （「そ の 委員会は 支持者や
一

般 の 人々 と意思の 疎

通 を図 らず、 カ トリ ッ ク教会全 体 を教育 問題 に 目覚め させ た り、 情報を流 す

機会 は まれで あ っ た 。」）カ トリ ッ ク 者 は 委員会 に協力すべ きで あ る。 もし議

会 が決定す れ ば
、 それ は彼 らが 公的基金 を受けて い るの で 、 その 証拠を提供

しな けれ ば な らない だ けで な く、 率直 な協力関係 は 頑迷 な考え 、 「カ トリ ッ

ク者 は 自由な国家の 悪 い 市民で あ る 」 とい う疑念 を払拭す る こ とに な るか ら

で ある 。 門戸 を広 く開放す る とい う積極的な政策に よ っ て 、 建築助成 金が 教

会 や 司祭館 に で は な くて 、校舎や 教 員宿 舎 に使 われ て い る こ とを世 間に知 ら

せ る こ とに な り、 教育は ペ テ ン と不 道徳 と煽動の い か が わ しい 混ぜ 物で は な

く、 疑 い もな く役立 つ 市民 と健全 な キ リス ト者を養成す る こ とを 目指 して い

る と知 らせ る こ とにな る 。

　依然 と して 深刻 な危険 もあ っ た 。 そ れ は 、 複雑で 、 費用 の か か る 現在 の 宗

派学校 が国公立学校 に取 っ て 代 わ られ る こ とで あ っ た 。 こ の よ うな理 由で カ

トリ ッ ク教徒 は委 員会 の 代 表者 を学校 に 迎 え る べ きで あ っ た 。 そ うす れ ば 、

彼 らは宗教教育の 効果 を証明する こ とに なる 。
い か なる 法則 も譲歩す る必 要

は ない
、 とい うの は 、 委員 た ち は 視学官で は な く、 臨時に任命 され た もの で

あ り、 宗教教育 の 内容 で は な く、 そ の 方法 を問題 に した か らで あ っ た 。 カ ト

リ ッ ク 貧民学校は他 と比較で きない ほ ど違 っ て い たで あろ うか 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 41 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

　 もし助成金 が打 ち切 られ 、学校の 水準が 保た れ ない な らば 、 カ トリ ッ ク の

孤立 の 結果 は ど うな るか とい う問い か けで 、 筆者 は 2月号 の 記事 を結ん で い

る 。 彼 は ア メ リ カ で 持 ち上 が っ た 同 じ よ うな論争を引 き合い に だ し、 『ブ ラ

ウ ン ソ ン 誌』か らの 以下 の 警告 を引用 して い る 。
つ ま り、 プ ロ テ ス タ ン ト版

の 聖 書 を読 む こ とを強 い られ はす る が 、 うまくい っ て い る州立学校 に通うカ

トリッ クの 子弟は
、

カ トリ ッ ク学校 に籍をお く子供よ りも害は少ない
。 とい

うの は 、 カ トリ ッ ク学校 で は 教師 は 教養 も給料 も不十分 で 、 彼 らの 行儀作法

や 影響力が子供たちの 向上 と洗練 に役立 つ こ とが ほ とん どない
。 だか ら 、 州

立学校で 教育を受け る子供 よ りも、
カ トリ ッ ク学校で 教育 を受け る 子供の 方

が 、 信仰 を保持 して い くこ とが むずか しい 。

　5月号 の 『ラ ン ブ ラ ー
』に 公表 した司教 た ちの 判断は バ ー

ミ ン ガ ム の ウ ラ

ソ ン 司教の 司教教書か らの 抜粋で 補足 され て い た 。 彼の こ の 件で の 議論 は き

わめ て 見事 で 、 説得 力 に とみ 、 明快 で あ っ た 。 当局 の 委員 は 視学官 と何 ら異

な らず 、 問題 は 宗教 的原則 に ま で 及 び 、 迫 られ た譲歩 は
、 そ の た め に カ ト

リ ッ ク視学官制 が必 要 とされ 、 確立 され た根 拠 の 明け渡 しに他 な らず 、 宗教

教育 の 内容 と方 法の 区別 は否定 され る 。 （「カ トリ ッ ク信者の み が カ トリ ッ ク

の 精神 と心 を理解で きる」。 ）そ して 宗教教 育の 場 に当局の 委員 がい る と 、 宗

教 的な事柄 に 国家権力が 関与す る とい う印象を子供の 目に与 える こ とにな る

で あ ろ う。 あ ち こ ちで 司 教 の 行為 に反対す る 武器 と して 刊行物 を利用す る 者

もあ り、 教 会の 自山 、 司教の 分 別や 宗教 上 の 規律 を含む事柄で
、 信徒 とそ の

司牧者 を裂 くこ とに なっ たか も知 れ ない
。

　編 集 後 記 に お い て 、 ニ ュ
ー

マ ン は た だ ち に 次 の よ うに 謝 罪 して い る 、

「我々 は司教 団が公式 に見 解 を出 して い た こ とは 知 らなか っ た」 と。 （厂明 ら

か に 11月に 決定 され て い た の に 春 まで 公表 さ れ なか っ た」）彼の 全 て の もめ

ご との 原因 に関す る二 番 目の 意見 は 全文引用 に値 する 。

　「司教 団の 特権 を十分認 識 して い るが 、 事の 正 当性 か ら 、 また 、 特 に司教
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方個人 に そな わ っ て い る 慎重 さ、 寛大 さ 、 思 慮深 さ とか ら 、 司教 方が特 に信

徒に関 係す る事柄 に 関 して は信徒 の 意見 を知 る こ と を心 か ら望 ん で お られ る

と私 た ちは 確信 して い る 。 最近 の 無原罪の 御 宿 りの 教義 の 例 に あ る よ うに 、

もし教義決定の 準備段 階 に お い て さえ 、 信徒 に聞か れ る とすれ ば 、 非常 に実

際的な問題 につ い て 、 教会の 群れの模範で ある人々 に備わ っ て い る謙遜 か ら、

寛大 で 同情 ある 行為 を期 待 す るの は少 な く と も当然 な こ とで あ る
。 私た ちの

言葉づ か い や調子が 礼 を失 して い た ら、 その 咎を深 く悲 しみ 謝罪す る 。 しか

し、 た ぶ ん 、 撤回で きない 手段 を講 じられ る前 に 、 有 力 な信徒の 思い を司教

方は お知 りに な りたい と考えた時 、 私 た ちは 決 して 尊敬 を欠い て はい な か っ

た 。 確か に、 最近 、 ア イル ラ ン ドの コ ー ク で 開か れた 大会で の 信徒の 目をみ

は る よ うな熱意で もわ か る よ うに 、 教育の 大 問題 の ため に司教 の もとに召集

され るべ きと望 むこ とは 、司 教 方 に対 して 決 して 尊敬 を欠 くこ とで は なか っ

た 。 も し私 たちの 言葉がその 行為の 説明 と矛 盾 して お り、

一 もし、 私 た ちの

口 調 が厳 し く、 尊敬 に 欠 くもの で あ り、

一 また 、 他の や り方で 司教方 に 伝 え

るべ きで ある もの を出版 して しま っ て い る の な ら 、 深 くお 詫 び 申し上 げる 。

また 、 私 た ちは教 会の 指導者 と教養 あ る信徒 の 隔 絶 を不幸な こ とだ と深 く感

じて い る 。 現在 も過去の 歴史にお い て も存在する こ の 相互 の 隔た りを深 く残

念 に 、 また苦々 し く思 うの で 、 非常 に 恐 ろ しい 災 い をお こ しか ね ない 行為に

意識 的 に関わ っ た りは しな い
。 司教方が そ の 民 の 心 、 富む 者 と同様貧 しい

人々
、 貧 しい 人々 と同様富 む者の 心の 中に 、 また 、信徒 と同様聖 職者 、 聖 職

者 と同様信徒の 心 の 中 に生 きられ る こ と を心 か ら祈 っ て い る 。 しか しそ の 件

につ い て 、 私た ち自身の 心 か らの 望み が どん な もの で あれ 、 どれ ほ ど司 教 方

ご 自身の 望み の 方が は るか に強 く、

一
層寛大で 、 心 を尽 くした もの で あ るか

を知 っ て い る 。 だ か ら 、 起 きた こ とに 関 して は 、
ロ ー プ を張 り、 帆桁 に人 を

配置す る さい の 熱意 と活力の 軽率な行為 と考 えて 、態度の行 き過ぎや 粗野 な

水夫た ちの 軽率な行為 と礼儀知 らず をお許 し くだ さい
。」
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　ニ ュ
ー

マ ン が 船 の 比喩 を使 っ た こ とは 意味深 い
。 それ よ り前 に 『ラ ン ブ

ラ
ー
』に関す る彼 の 方針 を語 る さい

、 彼 は トレ ス ・ ヴ ェ ドラ ス 地方にお ける

ウ ェ リン トン の 作戦 を推奨 した 。 だか ら海軍 の 比喩 が 出て くる の は 、 教 会が

解放 の 時 を活用 し再 び 前進 す る 共 同体 と な る の を み たい と心 か ら望 む 人 に

とっ て は 、 当然の こ とで あ っ た。

　不幸に も、 こ の 教育 問題の 衝突ほ ど 、 信徒 と司教 た ち との 間だ けで は な く、

と りわ けカ トリ ッ ク者 と改宗者 との 間を分か つ 溝の 深 さ をは っ き り見せ る も

の は なか っ た 。
ス トー ク ス や シ ン プ ソ ン の よ うな改宗者は 、 自分 で 認識 して

い る以上 に、 自由主義的な考えに 関 わ っ て い た 。 そ の 考 えは 、 今 日 、 福 祉国

家 の 中で 実現 された 。 彼 らに と っ て 、 社会が よ り自由で 開か れ た形 へ と進化

し 、 無知は退 け られ 、 社会正義が拡げられ ねば な らない こ とが、 自明 の こ と

で あ っ た 。 教 会の 外 も、 こ の 新 しい 社会 に 適応 す るた め に 、 また変化すべ き

で あ り、
カ トリ ッ ク者 は共存 とい う積極的で 開放的 な政 策に 備えな け れ ば な

らない と考えた 。 その 政策 を出 した 時、

一
人の 英国人が 他の 同国人か ら期待

す る確信 と信頼 をもっ て 、 当然受け入 れ られ る と考えた 。

　不幸 に も 、 こ の 提 案 を受 けた 大多数 の 人 々 は 英 国人 とは名 の み で あ っ た 。

精神的習慣、教育、素質にお い て 、 彼 らは、 紳士録や王立委員会、 グ ラ ッ ド

ス トー ン や ア ー ノ ル ドの イ ン グ ラ ン ドよ りも、
バ チ カ ン や教育 を うけた外 国

の 学校や神学校 と共通点を もっ て い た 。 彼 らに と っ て 自由主義は 1848年に ピ

オ9世 に起 こ っ た こ とで あ り、 また 、 改宗者の 中の 批評 家が 考 えた よ うに 、

彼 らは 「ハ イペ リオ ン 」 の 場所 を奪 われ た神 の よ うに 「影深 き悲 しみ の 谷 間

深 く 、 健 や か な朝の 息吹か らは る か に沈み こ んだ」所 に生 きてい た の で あ る 。

臆病 と無知か ら くる疑惑 の た め に 、 彼 らは危険 を伴 う解放 の 好機 よ りも、 無

気力で 閉鎖的 な安全 の 方 を好ん だ 。 また 、 率直に話す こ と を恐 れ た た め に 、

彼 らは 、
い か な る 譲歩 も黙示録 的な規模 の 大災難 を早 め る こ とになる と信 じ

こ ん で い た 。
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　 まず 、 シ ン プソ ン 、 そ して ニ ュ
ー

マ ン も知 る こ と に なるの だが 、 もっ と も

男 ら しい 人 々 で さ え も、 その よ うな気風 に感染 して い た 。 3月8日の シ ン プ ソ

ン 宛の 手紙で ウ ラ ソ ン 司教 は 厂司教側は行動の 理 由を説明す る こ と も、 カ ト

リ ッ ク信徒 に我々 の 行動の 根拠 を知 らせ る こ と も、 全 く必要 で ない 。」 それ

につ け加 えて 「『ラ ン ブ ラ
ー
』 に対 す る司教側の 見解 は教育問題 の 記事 だけ

に 基づ い て い るの で は ない 」 と言 っ て はい るが 。 ウ ラ ソ ン は そ の 著者 につ い

て 手厳 し く、 次の よ うに語 っ て い る 。

　「タ
ー

ナ
ー司 教 が 『ラ ン ブ ラ

ー
』 の 最 初 の 記事を承 認 され た と君 が 私 に

言 っ たの で 、 私 は司教 か ら
一

通 の 手紙 を受け取 っ た と告げなけれ ば ならない
。

そ の 中で 彼は 承認す る どこ ろ か 、先の 木曜 日にス トー ク ス 氏 と会 っ て 、 彼 を

諌め 、 彼の や り方が どれほ ど私た ちの 主張に と っ て 有害で あ り、 どれ ほ ど私

た ちが嘆い て い る か と書 い て い る 。

　私の 司教教書 は もっ と強い 調子 で 書 か れる べ きで あ っ た 。 我々 と公的な関

係 に あ るの で 、 自らの 感情 を公 に伝 える こ とが で きる の に 、 （あ る い は 、
い

ずれ に して も伝 える こ とが で きる の に ）、
こ ち らの 意 図 を確認す る こ と さえ

しな い で 、 我 々 に 背 くよ うに信徒 に 訴 える人物 の 行為 を指摘 す るべ きで あ ろ

う。 私が 教書で 調子の 強 さを抑えた唯
一

の 理 由 は 『ラ ン ブ ラ ー 』の 記事 を 、

直接侵害する こ とを避 けたか っ たか らで あ る 。 」

　4月に シ ン プソ ン は モ ン タ ラ ン ベ ー ル の 『通信』誌 に 出す つ も りで 、 長い

手紙の 形で 事件 に つ い て の 彼 の 見解 を書 かず にお れ なか っ た 。 不公平感 が な

お 強 くくすぶ っ て い た た め に 、 激 し く、 やや 冗長 で あ っ た手紙 は 出版 され な

か っ た よ うだ 。 しか し、 それ に はす ぐれ た洞察力 が み られ た 。 シ ン プソ ン は

こ の 「信徒 に対する
一

撃」に つ い て 「英国の 聖職 者の 権力政治が 敵で は な く

友に 対 して勝利 をお さめ た 。 新 し く改宗す る者 もな く、 宗教 的情熱 もか きた

て られ る こ とな く、 彼 らの 大砲 や攻撃で 、 慈悲や 情熱の 爆発が起 こ る こ と も

なか っ た 。 彼 らは 自らの 軍隊にた い して 勝利 をお さめ 、 キ リス ト教 に よ る 征
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服の 情熱で は な く、 内乱 へ の 情熱 をか きた て た」 と述べ てい る 。 彼 は古 い カ

トリッ クの 家柄出身の 国会議員で 、 非常 に 影響力 の あ る信徒 か らの 手紙 を 、

次の よ うに 引用 して い る 。 「こ の 一
件は

、 執筆活動や他 の 公 的生 活で 、 自立

した信徒 と して 、 あ る い は 、 司教 とは 異 な っ た立場 と役割で 、 宗教の た め に

働 きたい と思 う全て の 人 々 に対 す警告で ある 。 もし 、 どん な働 きも認 め られ

ない の な ら 、 そ う言 っ て もらい たい
。 も しカ トリッ ク文学が 司教教書 に限 ら

れる な ら、 また、 政 治は 司教 の 追 随に す ぎない ない ならば
、 関係者全 て にそ

う知 らせ て ほ しい 。 も し、 『信徒 の 唯
一

の 仕事は 支払 うこ と』で あ る とい う

枢機卿 の 言葉が こ の 国の 法律 な らば 、 我 々 が も っ とキ リス ト教的 な国 に脱 出

で きる よ うに 、 そ う知 らせ て ほ しい 。 」 シ ン プ ソ ン は注釈 をつ けて 「こ の よ

うに信徒が不安 を抱 くの は 、 聖職者の 権力 を作 り上 げて い る厳格 な行政 組織

の 当然 の 結果 で ある ．．．聖職者が しっ か り団結す る こ とで 、 自 らを特権階級

と し 、 独自の 専門教育を施 し 、 独特 な考 え方 を してい る．．．思 い の ま ま に宗

教 を扱 うよ う専 門的に養 成 され た指導者た ちに 従 うため に 、 カ テ シ ズム 以外

の 宗教問題 に つ い て信徒 に知 らせ て は な らな い
。 宗教 は 管理 に 、 聖 職者は神

学の 番人 に 、 考える信徒 は 『容疑 者』の 一 団 に な っ て い る 。 そ の 信徒は 革命

を企 んで い る とみ な されて 、 た だ恐怖 と聖 職者組織の 外圧 の た め に 、 ひ とか

た まりに な っ て い る 。 」

　シ ン プソ ン はつ づ けて 次の よ うに言 っ て い る 。 教育問題 に つ い て の 司教 団

の 非協 力政策 は 、英 国プ ロ テ ス タ ン ト側の 軽蔑 を引 き起 こ した に すぎな か っ

た 。 宗教教 育の 問題 は 、 もは や 政治問題 で は な く 、 杜会問題で あ り、 交渉や

妥協 、 また あ らゆ る英 国式 政 治技術 に よ っ て 解 決 をみ る の が 最善で あ る 。

「我々 は 再び 川 を逆流 させ 11［に の ぼ らせ 、 問題 を社会的差異 に代 わ っ て 、 あ

る い は
、 それ と同様 に 、 政治的な もの に しよ うと して い る 。 」

　こ れ らの 意見が ニ ュ
ー

マ ン とウ ラ ソ ン の 会 見以前に 出 され て い た こ とは 記

憶 に値す る 。
こ の 有 名 な 会見が行 われ た の は 5月22 日で あ っ た 。 そ の 席で 、
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ニ ュ
ーマ ン は 『ラ ン ブ ラ

ー
』の 5月 号で さえ カ トリ ッ ク的 な好 み か らす る と

不 穏当す ぎる と言 わ れ た 。 「古 い 精神の 遺物 が残 っ て い る 。 そ れ は腹立 た し

い もの で あ る 。 我 々 の 信徒は平和 な
一

団で 、 教 会は平和 だ っ た 。 信徒は 深 い

信仰 を持ち 、 疑う者がい る の を聞 くこ とを好 まなか っ た 。」

　 ニ ュ
ー マ ン の 会 見 の 記録 は続 く、 「私 は 強 く自分 の 意 見 を主張 した 。 彼 は

あ る面 だけを見 、 私 は別の 面を見て い た 。 司教 た ちは信徒 の 状態 、 た とえば 、

ア イル ラ ン ドで 彼 らが不安定で あ りなが ら、 従順 で ある こ と を理 解 して い な

か っ た 。 ウ ラ ソ ン は 『信徒 とは誰 の こ と を言 うの か ね』 とい うよ うなこ とを

尋 ねた 。 私 は こ の とお りで は なか っ た が 、 彼 らの 存在が なけれ ば 、 教会は 馬

鹿 だけの もの にな る と答えた 。 す る と彼 は 『ア イル ラ ン ドの 雑誌 の よ うな も

の はな い の か』 と言 っ たの で 、 誰が 指導で きたで し ょ うか と私 は言 っ た 。 」

　 ニ ュ
ーマ ン が最初 に ア イル ラ ン ドに行 っ た理 由は 、 『ラ ン ブ ラ

ー
』 を引 き

受 けた の と同 じさ ま ざまな 目的 に対 して 何 らか の 手 を打 つ 希望が あ っ たか ら

だ と 、 ウ ラ ソ ン にわ か らせ よ うと したが 、無駄 で あ っ た 。 彼は私 の 語 っ た こ

とに何 ら重 きをお こ うと しな か っ た 。 そ して ニ ュ
ー マ ン が当初編集 を引 き受

けた くなか っ た こ とを彼 に思 い 出 させ る と、 彼 は 突如向き直 っ て 、 「ど うし

て辞め ない んだ」 と言 っ た 。

　経営 者 と ニ ュ
ー マ ン の 経済力 を考慮 して 次号 （7月号）発行後 に 『ラ ン ブ

ラ ー
』を辞め る こ とで 合意 した 。 そ こ で こ の 会見 は全 く 「不快感 を残 さずに」

終 わ っ た 。

　ニ ュ
ー マ ン 辞任 の ニ ュ

ー
ス が広 ま っ たの で 、 彼の 安堵感は増大す る悲 しみ

と混 ざ り、 次第 に よ くあ る挫折感 とな っ て い っ た 。
ニ ュ

ーマ ン と思 い を 同 じ

に した 改宗者 は そ の 出 来事 を司教 た ちが 時代 の 挑 戦 に対処 し きれ な い 印 とみ

な して お り、 さまざまな絶望 の 叫 び声が ニ ュ
ーマ ン 宛の 手紙 に は記録 され て

い る 。 「私 た ちは改宗者 の 司教 が 出 る まで 待 た ね ば な らない 」 と
一

人が書 き 、

一 方 、 H ．W ．ウ ィ ル バ ー
フ ォ

ー
ス は 「我々 の 司教が イ ン グ ラ ン ドとイ ン グ ラ
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ン ド人 を理 解 して い ない と痛感 して い る 。 カ トリッ ク 信徒 も文句をつ ける だ

ろ うが 、 む しろ私 が恐 れ て い る の は 、
カ トリ ッ ク者の 知的教育の 程度が プ ロ

テ ス タ ン トに だ ん だ ん 遅 れ をと り、
一

般の 人 々 へ の 影響力 が な くな る こ とな

の だ」 と書 い て い る 。

　再 び 、
ニ ュ

ー マ ン は 自らの 使命が拒絶 され た と感 じた 。 彼 は 「神の 御旨に

よ っ て 、 百年後に実現す る だ ろ う」 と考 えて 、 自 らを慰 め よ うと した 。 しか

し、 「私が 去 っ た 後、 私 に成就 しえた 『仕 事』 を辞 め させ られ た こ とが 分 か

る だろ う」 とい う苦 しい 思 い を抑 える こ とは で きなか っ た 。 再び 、 彼は誤解

に 対 して 自己 弁護せ ざる を えな か っ た 。 （5年後 に 『ア ポ ロ ギ ア』が 出 る こ と

にな る の だが 、 彼 の 自己弁護 は 常 に最良で もっ と も彼 ら しい 著作 を生み 出す

強力 な動機で あ っ た 。 ）こ の 論文もその 結果で ある 。

一 48 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


